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要旨　海藻由来のカロテノイド色素であるフコキサンチンの摂取は HbA1c を改善し，その効果は肥満や糖尿

















れた 60 名を Fx0，1，2 mg/ 日の 3 群に無作為に割り










3. UCP1 遺伝子多型と HbA1c 改善効果の関連
　Uncoupling protein 1（UCP1）はミトコンドリア
に存在し，糖と脂質を熱にして散逸させるタンパク質
である．一方で，UCP1 遺伝子の -3826A/G 多型はプ
ロ モ ー タ ー 領 域 に 起 こ る 一 塩 基 変 異（Single 
nucleotide polymorphism: SNP）であり，UCP1 の
機能を低下させると言われている．実際に両アレルで
変異が起こった G/G 型の保有者では内臓脂肪におけ





　本論文では SNP 解析により被験者の UCP1 遺伝子
型（A/A，A/G，G/G）を特定し，Fx による HbA1c
の変化との関連を調べた．Fx2 mg 群に注目すると，
G/G 型では A/A，A/G 型と比べ改善効果が有意であっ










れらの値を比較すると，Fx2mg 群の G/G 型保有者で
は HbA1c に加え，GA においても全員の値が低下し




　8 週間の Fx2mg 摂取は HbA1c を改善させ，その
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図 2　フコキサンチン摂取による HbA1c の変化
　8 週間の Fx 摂取後，0mg 群と比較すると 2mg 群では血糖コン
トロールの指標である HbA1c が低下した．
図 3　UCP1 遺伝子型におけるフコキサンチン摂取の HbA1c 変化
　Fx2mg 群を UCP1 遺伝子型別にみると，G/G 型では A/A，A/G
型と比較して有意な HbA1c の低下が見られた．
図 4　フコキサンチン 2mg 群の G/G 型保有者における HbA1c と
グリコアルブミンの変化
　Fx 摂取前後で有意な差はないが，HbA1c に加え GA も全員の値
が低下した．
